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2 4 健 医 送 第 3317 号 

令和６年８月１６日  

江戸川区国民健康保険事業の 

運営に関する協議会委員 殿 

 

                江戸川区長 斉藤 猛     

 

 

   江戸川区国民健康保険事業の運営に関する協議会規則の規定による諮問に 

ついて（諮問） 

 

江戸川区国民健康保険事業の運営に関する協議会規則（昭和 35 年１月 13 日規

則第１号）第２条の規定に基づき、下記の事項について貴会の意見を求めます。 

 

記 

 

第１号 江戸川区国民健康保険条例の一部改正について 

⑴ 個人番号カードと健康保険証（被保険者証）の一体化、健康保険証の廃止

に伴う国民健康保険法の一部改正による規定整備 

 

［諮問内容］ 

ア 健康保険証廃止に関する規定の整備 

健康保険証の返還に応じない被保険者に対する罰則規定について、削除

するほか、規定を整備する（第 27 条関係）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ  療養費等に関する規定の整備 

特別療養費の対象者が保険料を完納した場合等における入院時食事療養

費、入院時生活療養費、保険外併用療養費、療養費又は訪問看護療養費の

支給に係る規定を整備する（第９条の２―第９条の５関係）。 

現行  改正後 

（過料） 

第 27 条 区長は、法第９条第１項若

しくは第９項の規定による届出を

せず、若しくは虚偽の届出をし、

又は同条第３項若しくは第４項の

規定により被保険者証の返還を求

め ら れ て こ れ に 応 じ な い 者 に 対

し、10 万円以下の過料を科する。 

 

 

 

 

 

  

（過料） 

第 27 条  区長は、法第９条第１項若

しくは第５項の規定による届出を

せず、又は  虚偽の届出をした 

                

                

           者 に 対

し、10 万円以下の過料を科する。 
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⑵ 急患等の被保険者に係る保険料の徴収猶予の改正 

急患等として保険医療機関等を受診した特定の状態（※）にある国民健康

保険の被保険者に対する保険料の徴収猶予の期間を、最長１年に延長する。 

 ※ 認知症等で判断能力が不十分で、身寄りも分からず、財産も不明な状態 

（第 23 条関係）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行  改正後 

（入院時食事療養費） 

第９条の２  入院時食事療養費の支

給は、法第 52 条          

   に定めるところによる 

（入院時生活療養費） 

第９条の２の２ 入院時生活療養費

の支給は、法第 52 条の２        

      に定めるところによ

る。 

（保険外併用療養費） 

第９条の３  保険外併用療養費の支

給は、法第 53 条          

   に定めるところによる。 

（療養費） 

第９条の４  療養費の支給は、法第

54 条及び第 54 条の３第３項から

第５項まで       に定める

ところによる。 

（訪問看護療養費） 

第９条の５  訪問看護療養費の支給

は、法第 54 条の２        

     に定めるところによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（入院時食事療養費） 

第９条の２  入院時食事療養費の支

給は、法第 52 条及び第 54 条の３

第４項に定めるところによる。 

（入院時生活療養費） 

第９条の２の２  入院時生活療養費

の支給は、法第 52 条の２及び第 54

条の３第４項に定めるところによ

る。 

（保険外併用療養費） 

第９条の３  保険外併用療養費の支

給は、法第 53 条及び第 54 条の３

第４項に定めるところによる。 

（療養費） 

第９条の４  療養費の支給は、法第

54 条並びに第 54 条の３第４項及

び第７項から第９項までに定める

ところによる。 

（訪問看護療養費） 

第９条の５  訪問看護療養費の支給

は、法第 54 条の２及び第 54 条の

３第４項に定めるところによる。 

 

現行  改正後 

（徴収猶予） 

第 23 条 区長は、保険料の納付義務

者が次の各号のいずれかに該当す

ることによりその納付すべき保険

料の全部又は一部を一時に納付す

ることができないと認める場合に

おいては、その申請によつて、そ

の納付することができないと認め

られる金額を限度として、６箇月 

                

                

                

                

       以内の期間を限つ

て徴収猶予することができる。 

一から四まで （省略） 

２ （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（徴収猶予） 

第 23 条  区長は、保険料の納付義務

者が次の各号のいずれかに該当す

ることによりその納付すべき保険

料の全部又は一部を一時に納付す

ることができないと認める場合に

おいては、その申請によつて、そ

の納付することができないと認め

ら れ る 金 額 を 限 度 と し て 、 ６ 月

（急患等として保険医療機関等を

受診した被保険者に係る保険料の

納付については、当該被保険者の

資力の活用が可能となるまでの期

間として１年）以内の期間を限つ

て徴収猶予することができる。 

一から四まで （省略） 

２ （省略） 

 


